稚内放射線技師会規約

平成14年4月01日　　　制定

平成23年5月14日　　　改定

平成26年5月10日　　　改定

令和06年5月18日　　　改定
第１章　総　則
第１条　本会は稚内放射線技師会という。

第２条　本会の事務局は会長所在地に置く。

第３条　本会は会員の職業倫理を高揚し、学術の向上を図るとともに地域社会の公衆衛生に寄与すること、また会員相互の親睦を図ることを目的とする。
第４条　本会は一般社団法人北海道放射線技師会稚内支部を兼ねる。
第２章　会　員
第５条

１　本会の会員は本会の目的に賛同した正会員と名誉会員とする。

２　本会の事業に顕著な功績のあった者につき、総会の承認を得た者には感謝状と記念品を贈呈する。

３　名誉会員は本会の事業に顕著な功績のあった者ににつき、総会の承認を得た者とする。

４　新入会員は本会の目的に賛同し、会長が認めた者とする。

５　本会を退会する者は速やかに会長に報告しなければならない。
第６条　本会の正会員は稚内地方管内の診療放射線技師、診療エックス線技師を以って構成する。
第３章　役　員
第７条　本会に次の6名の役員を置く。

　　　　会　長：1名

　　　　副会長：1名

　　　　会計理事：1名

　　　　学術理事：2名

　　　　監　査：1名

第８条　会長は本会を代表して会務を統括する。

第９条　副会長は会長を補佐し、会長が業務を遂行できないときはその職務を代行する。

第10条　会計理事は本会の会計業務を行う。

第11条 学術理事は会員の学術向上を責務とし、研修会などを運営する。

第12条 監査理事は本会の会務と会計を監査し、総会にて報告する。

第13条 役員は会員より互選し、任期は２年間として総会において改選する。但し再選は妨げない。

第14条 会長は理事会の承認を得て、必要期間に

り別途役員を委嘱することができる。

第15条 会長は一般社団法人北海道放射線技師会稚内支部の支部長を兼ねる。
第４章　会　議
第16条 本会は定期総会及び臨時総会、研修会、理事会を開催する。

第17条

　  １　総会は会長がこれを招集し、議長、書記は会員の中から選挙する。

　　２　会長は会員の過半数の請求があったとき、総会を招集しなければならない。

　３　会長は必要と認めた時、臨時総会を招集できる。

４　総会は会員の過半数の出席をもって成立し、やむを得ない理由のため出席ができない会員は委任状をもってこれにかえることができる。

５　総会の決議は出席会員の過半数で決め、可否同数の時は議長がこれを決める。

６　研修会は理事会において協議、決定し、司会には学術理事があたる。

７　研修会には会員研究発表や各種研究発表、各種講演会や勉強会などが含まれる。

８　研修会の会員研究発表者には理事会で定めた学術研究助成金を学術費から支出する。

９　理事会は会長が必要と認めたとき招集することができ、議長には会長があたる。
10　理事会は当該の役員と委嘱役員、その他会長の認めた者をもって構成する。

第18条 次の事項は総会の決議を要する。

　１　規約の制定及び改正

　　２　歳入歳出の予算及び決算

　　３　事業計画及び事業報告

　　４　総会の次期開催地

　　５　その他の重要な事項
第５章　会　計
第19条 本会の会計年度は毎年４月１日にはじまり翌年の3月31日に終わる。

第20条 本会の経費は会費、寄付金及びその他の収入をあてる。

第21条 本会の会費については次の各号に定める。

１　会費は年額2,000円とする。

２　名誉会員はこれを免除される。

３　納入期限は当該年度の9月末日までとする。

４　会費未納者への対応は役員に一任とする。

５　年度途中の入会者にはその年度の会費を免除する。

６　年度途中での退会者に当該会費の返還は行わない。
附　則
１　本規約は令和6年5月18日より施行する。

２　会員の慶弔費使用は一般社団法人北海道放射線技師会の規定に基づき会長の一任とする。

３　本規約以外のことは一般社団法人北海道放射線技師会規約を準用することができる。
